
 

学校番号 ３００８ 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 新編国語総合改訂版（大修館書店） 

副教材等 常用漢字クリア四訂版（尚文出版）・「テスト式国語常識の総演習」（京都書房） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・国語総合の時間では、「読む」「書く」「話す・聞く」「知識・理解」の四つの力を高めて

いきます。布施工科高校生として、社会に出て行く上で、国語の基礎的な力（読解力・漢字力・

語彙力など）をしっかりと身につけていきましょう。 

・ノートは上２／３と下１／３に分けて、上２／３には授業内容を書き、下１／３には、前回

の復習や重要語句を書いていきます。丁寧な字を心がけましょう。 

・忘れものはしないようにしてください。授業の前には「教科書」「ノート」「副教材」の３

点セットを必ず机の上に用意するようにしましょう。 

・提出物の期限は必ず守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

国語を的確に表現・理解する能力を育成し、伝えあう力を高めるとともに思考力を伸ばし心情
を豊かにする。情報化時代の現代はコミュニケーションの時代でもある。よって、これらの学
習を通して、現代を生きる力を養うことを目標とする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:話す・聞く能

力  
c:書く能力 d:読む能力 ｅ:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝えあう

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重し、そ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

とり、話し合い

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的に応

じて適した表現

による文章を書

いて、自分の考

えをまとめ、深

めている。 

 

 

文章を的確に読

み取り、目的に

応じて幅広く読

んで自身の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語文化

及び言葉の特徴や

きまり、漢字など、

理解し、知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

○行動の観察 

○記述の点検 

・ノート 

・ワークシート 

      等 

○行動の観察 

・発表等のパフ

ォーマンスの評

価 

 

○記述の確認及

び分析 

・ワークシート 

・原稿用紙 

 

○記述の確認及

び分析 

・ワークシート 

・定期考査 

○行動の観察 

○記述の確認 

・ノート 

・ワークシート 

・定期考査 

・小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元

名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ ｅ 

一
学
期 

論
理
を
は
ぐ
く
む 

【近代以降】 

 

教材： 

水の東西 ○   ◎ ○ 

a:物事の考え方など、文章の筋

道を的確にとらえようとしてい

る。 

d: 物事の考え方など、文章の筋

道を的確にとらえている。 

e:語句を正しく理解し、適切に

用いる事ができる。 

a:行動の観

察及び記

述の点検 

ｄ:記述の

確認及

び定期

考査 

e:小テスト 

物
語
の
世
界 

【古典】 

 

教材： 

伊勢物語 筒井筒 

○ ◎   ○ 

a:文章に描かれている人物の心

情を表現に即して読み、それぞ

れの立場から読み深めようとし

ている。 

b: 文章に描かれている人物の

心情を表現に即して読み、それ

ぞれの立場から読み深め、それ

を発表できる。 

e:古文を読むことに役立つ単語

を身につける。 

ａ： 

行動の観

察と確認及

び分析 

e：定期テス

ト 

二
学
期 

読
書
を
広
げ
る 

【近代以降】 

 

教材： 

夢十夜 

○  ◎  ○ 

a:人物、情景、心情などを、ど 

うして書き手がこのように描い 

ているのかを捉え、象徴、予兆 

などに果たしている効果に気付 

こうとしている。 

ｃ:人物、情景、心情などを、ど 

うして書き手がこのように描い 

ているのかを捉え、象徴、予兆 

などに果たしている効果に気付 

き、文章にすることができる。 

e:文章の形態や文体の違いによ 

る特色について理解している。 

ａ、c、ｅ： 

記述の点

検と確認及

び分析 

い
の
ち
と
心 

【近代以降】 

 

教材： 

コルベ神父 

○   ◎ ○ 

a: 文章の構成や展開を確かめ、

文章の内容にふさわしい文体や

語句、表現の技法が用いられて

いるかどうかを考察しようとし

ている。 

d: 文章の構成や展開を確かめ、

文章の内容にふさわしい文体や

語句、表現の技法が用いられて

いるかどうかを考察している。 

e: 正しく理解し、使いこなせる

言葉の数を増やしている。 

a:行動の観

察及び記

述の点検 

ｄ:記述の

確認及

び定期

考査 

e:小テスト 

定期考査 



唐
詩
の
し
ら
べ 

【古典】 

 

教材： 

自然のうた 

「江雪」 

友情のうた 

「送元二使安西」 

憂愁のうた 

「春望」 

○   ◎ ○ 

a: 我が国の言語文化は、中国を

はじめとする外国の文化の受容

とその変容を繰り返しつつ築か

れてきたことに気付こうとして

いる。 

d: 文章の組立てや骨組みを的

確に捉えている。 

e: 漢文を読むことに役立つ、訓

読のきまりを身に付けている。 

a:行動の観

察及び記

述の点検 

ｄ:記述の

確認及

び定期

考査 

e:小テスト 

定期考査 

三
学
期 

自
然
に
目
を
向
け
て 

【近代以降】 

 

教材： 

生きることと食べることの意味 

○   ◎ ○ 

a: 文章の構成や展開を確かめ、

文章の内容にふさわしい文体や

語句、表現の技法が用いられて

いるかどうかを考察しようとし

ている。 

d: 文章の構成や展開を確かめ、

文章の内容にふさわしい文体や

語句、表現の技法が用いられて

いるかどうかを考察している。 

e: 正しく理解し、使いこなせる

言葉の数を増やしている。 

a:行動の観

察及び記

述の点検 

ｄ:記述の

確認及

び定期

考査 

e:小テスト 

定期考査 

詩
歌
と
の
出
会
い 

【近代以降】 

 

教材： 

短歌 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、ど

のように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付こうとしている。  

d: 人物、情景、心情などを、ど

のように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付いている。 

 e:文章の形態や文体の違いに

よる特色について理解してい

る。 

a:行動の観

察及び記

述の点検 

 

ｄ、ｅ： 

記述の確

認と分析

及び定期

考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 話す・聞く能力 

c: 書く能力        d: 読む能力 

ｅ: 知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について 

を付けている。 

 


